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 現在、学校においても様々な食育の取り組みが行なわれています。食育をさらに充実 
 発展させるためには、日々、子どもと向きあう教師自身こそが「食」とこれを産みだ  
 す第一次産業の価値を「体験」を通じて身をもって実感し、頭で考え、他者に伝える  
 力を身に付けていることが必要となります。以上の問題関心から、本学では将来教師 
 をめざす学生を対象とした酪農家宅への食育民泊体験実習を軸とした学習プログラム 
 を実施しました。本シンポジウムでは、その意義と効果について検証します。 

大学祭連携企画シンポジウム  

201３年10月26日(土) 
13:30～15:30 開場30分前  
 

北海道教育大学釧路校 講義棟502教室 
            問い合わせ先： 0１５４-４４-３２１４（釧路校総務グループ） 

教師をめざす学生を対象とした酪農家民泊体験実習の試み 


